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Abstract (Aim, Use
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紫外域でプラズモン共鳴を誘起可能なガスセンサ素子の開発を本研究の目的とした。
ガスセンサ素子の構造はガラス基板上にアルミニウムの孔を周期配列させたものと
した。電子線描画装置や抵抗加熱式蒸着器を用いて製作した。製作した基板を走査
型電子顕微鏡を用いて観察した。

実験
Experimental

20 mm角のガラス基板に対し、東京大学武田先端知ビルのスーパークリーンルーム
でOAP (HDMS)を30 secの間3000 rpmでスピンコートし、60 sec間、110 ℃で加
熱することによって焼き付けた。次に、ネガ型レジストOEBR-CAN038AE 2.0cP
を140 nmの厚さとなるように30 secの間3000 rpmでスピンコートし、60 sec間、
110 ℃で加熱することによって焼き付けた。最後に、エスペーサ300Zを60 secの
間3000 rpmでスピンコートし、10 min間、110 ℃で加熱することによって焼き付
けた。以上の処理をした基板に東京農工大学クリーンルームの電子線描画装置
（JBX-6300）を用いて電子線を照射した。電子線照射後、130 ℃で60 sec加熱し
た。その後、NMD-Wに60 sec浸し、90 ℃で90 sec 間加熱することで現像した。
東京農工大学クリーンルームで抵抗加熱式蒸着器 (SANYU SVC-700EB)を用いてア
ルミニウムを堆積させた。その後リフトオフを行い、不要なアルミニウム部分を除
去した。製作工程ごとに基板を東京大学武田先端知ビルのスーパークリーンルーム
の走査型電子顕微鏡（Regulus 8230）で観察した。

結果と考察
Results and Discussion

Fig.1にリフトオフ後の基板を走査型電子顕微鏡で観察した結果を示す。Fig.1より
試作から各工程の加工条件を改善することで、アルミニウムの穴構造が製作されて
いることが分かった。リフトオフができている部分とできていない部分が存在して
おり、設計のようにすべての単位構造が穴構造とはならなかった。今後も引き続き
アルミニウムの真空蒸着やリフトオフの加工条件を改善する必要がある。
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Fig. 1 Alをリフトオフ後の基板を走査型電子顕微鏡で観察した結果
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